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Short Shorts Film Festival & Asia 
令和6年度日本博2.0事業（委託型）

世界の映画祭リーダーが集結する映像未来会議
-観光促進の役割から、最新技術のショーケースとしての映画祭について

アーカイブビデオが本日世界公開
https://www.youtube.com/watch?v=-

ISgJe3pQY4

米国アカデミー賞公認、アジア最大級の国際短編映画祭「ショートショート フィルムフェスティバル & アジア（SSFF & ASIA)」は、
2024年11月に「世界の映画祭リーダーが集結する映像未来会議」と題し、日本博と共催によるカンファレンスを静岡県島田市で開
催いたしました。
日本の豊かな文化資源を国内外に発信し、理解や共感を深めることを目的開催されたカンファレンスには、下記の映画祭リーダー
が来日、参加しました。

●ミニキノ フィルム ウィーク（バリ国際短編映画祭）プログラム・ディレクター フランシスカ・プリハディ
●リオデジャネイロ国際短編映画祭 フェスティバル・ディレクター アイルトン・フランコ ジュニア
●ショウ ミー ショーツ映画祭 フェスティバル・マネージャー マーク・プレブル
●タンペレ短編映画祭 フェスティバル・ディレクター ユッカ=ペッカ・ラークソ
●山形国際ドキュメンタリー映画祭 副理事長 藤岡朝子

地域の観光事業を推進する映画祭の役割や、映像制作や視聴体験の最新技術をショウケースする立場について各映画祭より現
状やこれまでの事例、未来に向けての展望をディスカッションしたカンファレンス。AIをはじめ、映画産業が向かう未来像についても意見
が交わされました。

カンファレンスの模様は、SSFF & ASIAのYouTubeチャンネルにて、本日より世界配信がスタートしました。
https://www.youtube.com/watch?v=-ISgJe3pQY4

令和6年度日本博 2.0 事業(委託型)

https://www.youtube.com/watch?v=-ISgJe3pQY4
https://www.youtube.com/watch?v=-ISgJe3pQY4
https://www.youtube.com/watch?v=-ISgJe3pQY4
https://japanculturalexpo.bunka.go.jp/


カンファレンス登壇者

ミニキノ フィルム ウィーク（バリ国際短編映画祭） フランシスカ・プリハディ
.フランシスカ・ プリハディは建築家であり、アートハウス シネマ MASH Denpasarの共同創設者です。
彼女は現在、ミニキノ フィルム ウィーク（バリ国際短編映画祭）のプログラム ディレクターを務めています。
建築と短編映画プログラム構築の経験を独自に組み合わせた彼女は、空間の創造を探究し、コミュニティ
や公共の場での人間関係を促進することに情熱を注いでいます。彼女は、さまざまな国内外の短編映画
祭のゲスト プログラマー、事前選考委員、審査員を務め、短編映画のプログラミングや映画批評ワークシ
ョップのファシリテーターやメンターとしても活躍しています。

彼女の現在の研究対象は、短編映画を通じた子供と青少年の教育に焦点を当てています。 2021年、
彼女はバリ島のミニキノ フィルム ウィークをケーススタディとして活用し、映画祭と目的地の特質が観光客
の満足度と再訪問への意欲との関連を調査した論文を執筆しています。

リオデジャネイロ 国際短編映画祭アイルトン・フランコ ジュニア.
1991年よりエグゼクティブ・プロデューサーとして映画やイベントに携わる。33年間開催されている
「リオデジャネイロ国際短編映画祭クルタ・シネマ」の創設者兼ディレクターであり、長編映画、
ドキュメンタリー、短編映画などをプロデュースしている。『Exilados do Vulcão』（2013年ブラジリア映
画祭最優秀長編映画賞）、ルーカス・H・ロッシ・ドス・サントス監督の『Othelo, o Grande』（2023
年リオ映画祭最優秀長編ドキュメンタリー映画賞）は、2024年9月に劇場公開された。現在、
第34回クルタ・シネマ・フェスティバルを準備中で、長編映画の企画も進めている：
ヴィニシウス・レイス監督の 「Entre Espelhos 」とアンドレ・ペレンツ監督の 「Biscoito 」は、
エミー国際映画賞を受賞したソープオペラ 「Lado a lado 」の原作者ジョアン・キシメネス・ブラガとの
共同製作である。

ショウ ミー ショーツ映画祭マーク・プレブル
マーク・プレブルは、ショウ ミー ショーツ映画祭のフェスティバル・マネージャーであり、過去 10 年間にわたる
映画祭の成功と成長に重要な役割を果たしてきました。彼は、クレルモンフェラン映画祭、中国国際ニュー
メディア短編映画祭、カンヌ短編映画コーナーのパネルやイベントで講演しました。彼はアイルランド、ギリシ
ャ、ニュージーランドのフェスティバルの審査員も務めています。マークは短編映画および長編映画製作者と
して豊富な経験を持ち、幅広い創造的かつ技術的な知識をフェスティバルの作品にもたらしています。

タンペレ映画祭 ユッカ=ペッカ・ラークソ
ユッカ=ペッカ・ラークソ は、2002年からタンペレ映画祭のフェスティバル ディレクターとして、戦略的な計画
とプログラムの責任を共同ディレクターと務めています。
エジンバラ国際映画祭、ロカルノ国際映画祭、カナダ、モントリオールのFestival du Noveau Cinema、
ハノイ国際映画祭、メキシコのモレリア国際映画祭など、60回を超える映画祭の審査員を務めた他、地
元、タンペレのピルカンマー映画センターのエグゼクティブディレクターも務めています。このセンターは、アート
系作品を上映する映画館を運営し、フィンランド国内で映画を配給する他、メディア教育にも幅広く取り
組んでいる非営利団体です。

山形国際ドキュメンタリー映画祭 藤岡朝子
1993年より山形国際ドキュメンタリー映画祭（YIDFF）のコーディネーターや東京事務局ディレクターを
勤め、現在NPO法人副理事長。ドキュメンタリー・ドリームセンター代表として2009年よりアジア各地で映
像制作者の合宿型ワークショップを主宰し、2018年より長期滞在の人材育成事業「山形ドキュメンタリ
ー道場」をスタート。
日本映画の海外展開、国際交流を通したドキュメンタリー映画の製作・上映支援を目指す。奥谷洋一
郎監督『ヌード・アット・ハート』（2021）等 プロデューサー。



各国のパネリストより、それぞれの映画祭について、短いプレゼンテーションを頂きました。

ミニキノ フィルム ウィーク（バリ国際短編映画祭）
ミニキノ フィルム ウィークは2002年にインドネシア・バリで設立されました。
毎月、上映会とディスカッションが開催されており、映画祭はコミュニティ上映に
焦点を当て、人々が短編映画を大画面で一緒に観る機会を提供しています。
こうしたイベントは、映画文化を存続させる役割を果たしています。
インドネシア文化省の支援を受け、現在ではバリの持続可能な観光コミュニティの
一部となっています。地元のレストランやホテルと協力し、観客向けにバウチャーを
発行する取り組みも行っています。さらに、リサイクルされたTシャツを利用して
映画祭用のバッグを製作するエコシステムも構築しています。
また、手話や音声解説付きの上映を行い、障がいのある人々が映画を十分に
楽しめる共有スペースを提供しています。

リオデジャネイロ国際短編映画祭
リオデジャネイロ国際短編映画祭は1992年に短編映画の小規模な
ショーケースとして始まりました。
1994年にはブラジルの短編映画に焦点を当て、1998年には一般公募を
開始しました。
その3年後には、アカデミー賞公認の映画祭となりました。
市政府の支援を受け、リオデジャネイロの文化的な魅力を活かして観光振興に
貢献しています。この映画祭は、都市ブランドの価値を高め、ますます多くの
観光客を惹きつけています。映画祭の資金は、作品エントリー料やクラウド
ファンディングによる支援でまかなわれています。

ショウ ミー ショーツ映画祭
ショウ ミー ショーツ映画祭は2006年に設立されました。
アカデミー賞とBAFTA（英国アカデミー賞）の公認を受けており、アメリカの
映画雑誌Movie Makerによって世界のトップ20短編映画祭のひとつに
選ばれました。
この映画祭は短編映画を国内の40以上の会場で上映しており、学校、
図書館、バーなどでも上映が行われます。
国際的な来場者はそれほど多くありませんが、観光客に向けたプロモーションに
力を入れています。映画祭では観光客向けのイベントを企画し、
ニュージーランドへの誘致を促進しています。もともとは国内向けの
映画祭でしたが、現在は中央政府や地方自治体など、さまざまな組織と
連携しています。

タンペレ短編映画祭
タンペレ短編映画祭は、フィンランドで2番目に大きな都市タンペレ市の支援を
受けています。
この街には30〜40年間、繊維工場がありましたが、多くの地域と同様に
産業が移転し、新たな発展が求められました。そのため、文化活動に積極的に
取り組むようになりました。映画祭の期間中、市庁舎で大規模な
レセプションが開かれるほか、サウナのイベント、支援も行われています。また、
観光局とも連携し、映画祭を通じて都市を魅力的な場所にすることを
目指しています。
最終的には、フィンランドで最も住みやすい街としての評価を得ることを

目的としています。

山形国際ドキュメンタリー映画祭
山形国際ドキュメンタリー映画祭は、アジアのドキュメンタリー作品の登竜門的な
存在です。調査報道だけでなく、幅広いジャンルの創造的なドキュメンタリー作品が
上映されます。この映画祭の目的は、地域コミュニティの人々が定期的に集まり、
映画を観る機会を提供することです。映画祭が始まった背景のひとつとして、
山形市民は映画好きであり、一人当たりの映画館の数が非常に多いことが
挙げられます。1989年に設立されたこの映画祭は、現在では市政府から
独立したNPOとして運営されています。しかし、山形市は依然として最大の
スポンサーであり、予算の約80%を提供しています。また、文化庁の
関連機関である国立映画アーカイブ、ユニフランス（フランス映画振興機関）、
ドイツ文化研究所、台湾の経済貿易文化省なども協力団体となっています。

Presentation about each film festival



1.「映画祭の持続可能な取り組み」について

ショウ ミー ショーツのマーク・プレブル氏は、彼らの映画祭の持続可能性の課題として、「他の会場へ移動すること」を挙げました。なぜなら、
この映画祭は2つの主要な島（北島とオークランド）に複数の会場を持っているからです。
この問題を解決するために、最近では南島に専任スタッフを配置し、すべてのイベントを管理・運営するようにしました。これにより、人材の
確保ができるだけでなく、移動費の削減にもつながりました。
また、「単純な行動として、勤務時間を50％に減らすだけでも通勤の移動が減り、より持続可能な運営が可能になる」と述べました。
タンペレ映画祭のユッカ＝ペッカ・ラークソ氏は冗談交じりに、「持続可能性を考えるなら、一番いいのは映画祭をやめることだ」と言いました。
なぜなら、映画祭は人々を集め、移動を伴うものだからです。特に、遠方にいる参加者にとっては大きな移動が必要になります。
しかし、現代の技術を活用することで、紙のカタログやチケットをデジタル化し、映画の輸送コストを削減することができます。
リオデジャネイロ国際短編映画祭のアイルトン・フランコ・ジュニア氏は、映画祭運営の現実的な視点を語りました。
観客の中には、いまだに紙のカタログを好む人々が一定数存在します。
持続可能性は単なる環境問題だけではなく、「映画祭をどのように存続させるか」を考えることも重要だと述べました。
ミニキノ フィルム ウィークのフランシスカ・プリハディ氏は、映画祭の持続可能な活動として、地元の業者と協力する方法を模索していることを
紹介しました。
また、Tシャツをリサイクルして映画祭用のバッグを作ることで、「持続可能な取り組みに何ができるか」を人々に伝える活動をしています。
山形国際ドキュメンタリー映画祭の藤岡朝子氏も、「多くの映画祭はカンヌやベルリン国際映画祭のような規模ではない」と指摘しました。
そのため、映画祭は観客との距離を縮めることが大切です。
例えば、ミニキノ フィルム ウィークのTシャツリサイクルの取り組みは、一般の人々に持続可能性のメッセージを伝える手段となっています。
また、資金を確保するためにも、このような持続可能性を意識した計画は必要です。
このような取り組みを通じて、誰もが環境問題への意識を持ち始めるのです、とコメントされました。また彼らは、「持続可能な映画祭運営の
一環として、映画祭のプログラムや映画製作自体を通じて、持続可能性のメッセージを伝えることができる」と話しました。

5名のパネリストによるクロストーク（パネルディスカッション）

2. 「映画祭のデジタルトランスフォーメーション(DX)」について
ここでは、デジタルによる映画提出、QRコードを使った観客投票、電子チケット、ポスターやカタログの電子化など、多くの変革が紹介され
ました。
一方で、タンペレ短編映画祭のユッカ＝ペッカ・ラークソ氏は、テクノロジー管理の必要性について言及しました。「各システムは異なる企業
によって運営されており、それぞれ異なる方法で更新されている」と述べています。
また、「新しい技術は便利だが、誰もが使えるわけでも、使いたがるわけでもない」と指摘しました。「フィンランドには、あえてスマートフォンを
使わないと決めている若者もいる」とのことです。
山形国際ドキュメンタリー映画祭の藤岡朝子氏は、映画のライブラリーを紹介しました。デジタル化により、映画のレンタルが簡単になったと
説明しています。
ミニキノ フィルム ウィークのフランシスカ・プリハディ氏は、「より柔軟で観客にとって有益な形にする方法を考えなければならない」と述べました。



「Web3、メタバース、VR」について

5、6年前、タンペレ映画祭では、欧州連合（EU）の資金提供を受けたVRプロジェクトがありました。このプロジェクトでは、「VR短編映画に
おいて、どのような芸術的発展があるのか」を探りましたが、大きな影響を与えることはできませんでした。
ユッカ＝ペッカ・ラークソ氏は、「私はよくこう言っています。スクリーンと音という二次元の映画を管理するのに100年以上かかりました。しかし、
多くの人はまだそれさえも完全に扱いきれていません。VRコンテンツを制作する準備ができている人は少ないのです」と述べました。
「360度映画を見ることができるのは素晴らしいことですが、興味深いものもある一方で、多くはまだ発展途上だと思います」と語っています。
アイルトン・フランコ・ジュニア氏は、「大切なのは、『理想の映画祭』を考え続けること、そして人々に映画体験を届けることです」と述べました。
「最近では『映画祭なんてもう必要ない。家で映画を観られるから』と言う人もいます。しかし、映画祭こそが、共に映画を体験する場なので
す」。
藤岡朝子氏も、「VRは、現在まさに生み出されている新しい創作手法です。私自身、とても興味があります」と語りました。しかし、「私たちの
映画祭では、VR映画を上映するための専用ルームや機材を準備するのが難しい」という課題も指摘しました。
一方、ミニキノ フィルム ウィークのフランシスカ・プリハディ氏は、「私たちは実際にVR映画を上映しています。VRは物語を語る一つの手法だと
思います」と述べました。
「もちろん、すべてのVR作品が良いわけではありませんが、中には素晴らしいものもあります。観客は映画祭でその体験を楽しんでいます」。

3. 「新技術/生成AI」について

マーク・プレブル氏は、「特定の技術に対して強い立場を取ることはしていません。なぜなら、何か素晴らしく、美しいものが生まれる可能性が
あるからです」と述べました。
しかし、「これまでに応募されたAI生成作品の中で、十分に優れたもの、または興味を引くものはありませんでした。私たちは、映画が何を伝
えようとしているのかにより関心があります。どのツールを使ったかよりも、その表現が面白いかどうかが重要です」と語っています。
ユッカ＝ペッカ・ラークソ氏も同意し、「私たちも同じ経験をしています」と述べました。
「どのようなツールを使うかは問題ではなく、それを革新的で新しく、興味深い方法で活用できるかが重要です。また、倫理的な問題もありま
す。このようなツールをどう定義し、どう管理するのかを考えなければなりません。これは映画や創造性、さらには人間そのものをどう定義するの
かという、非常に深い問題につながります」。
「私たちが求めているのは、既存の枠に収まらない何かです。おそらく、すでにAIで編集された映画はあるでしょう。しかし、AIは過去に存在し
たものをコピーするだけです。独自のアイデアを持ち、それを面白い形で表現できる人が、映画の新たな可能性を切り開くのです」ともコメント
されました。



【ショートショート フィルムフェスティバル & アジア】

米国俳優協会（SAG）の会員でもある俳優 別所哲也が、米国で出会った「ショートフィルム」を、新しい映像ジャンルとして日本に
紹介したいとの想いから1999年にアメリカン・ショート・ショートフィルムフェスティバル創立。2001年には名称を
「ショートショート フィルムフェスティバル（SSFF）」とし、2004年に米国アカデミー賞公認映画祭に認定されました。
また同年、アジア発の新しい映像文化の発信・新進若手映像作家の育成を目的とし、同年に
「ショートショート フィルムフェスティバル アジア（SSFF ASIA 共催：東京都）」が誕生し、現在は 「SSFF & ASIA」を総称として
映画祭を開催しています。
2018年には、映画祭が20周年を迎えたことを記念し、グランプリ作品はジョージ・ルーカス監督の名を冠した「ジョージ・ルーカス アワード」と
なりました。 2019年1月には、20周年の記念イベントとして「ショートショートフィルムフェスティバル in ハリウッド」が行われ、2019年の
映画祭より、ライブアクション部門（インターナショナル、アジアインターナショナル、ジャパン）およびノンフィクション部門の各優秀賞4作品が、
2022年からはアニメーション部門の優秀賞を含む５作品が、翌年のアカデミー賞短編部門へのノミネート候補とされる権利を獲得しました。
SSFF & ASIAは映画祭を通じて引き続き、若きクリエイターを応援してまいります。
https://www.shortshorts.org

メディアからのお問い合わせ:

ショートショート実行委員会 PR: 田中 E-mail press@shortshorts.org

【使用可能画像】
https://drive.google.com/drive/folders/1ae-IcmaJWCf8vD08F1nZpK6pSdOo-7ZW?usp=sharing

4. 「映画祭の未来」について

ストリーミング時代においても、映画祭は決して消えないと、映画祭関係者は考えています。「ラジオ、テレビ、DVD、Blu-rayが登場しても
映画館は消えませんでした」とユッカ＝ペッカ・ラークソ氏は述べています。
「短編映画祭は、映画業界の研究開発の場でもあります。新しい映画制作の手法を模索し、映画監督たちは互いに影響を与え合いなが
ら、新しい体験を生み出していくのです」。
フランシスカ・プリハディ氏は、「映画の未来は明るいと思います。そして、映画監督たちが『暗いテーマ』を扱う中でも、観客が楽しめる作品を
作り、希望を持ち続けられるようにしてくれることを願っています」と語りました。

https://www.shortshorts.org/
mailto:press@shortshorts.org
https://drive.google.com/drive/folders/1ae-IcmaJWCf8vD08F1nZpK6pSdOo-7ZW?usp=sharing
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